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〒940-1106 新潟県長岡市宮内2-10-8　
TEL 0258-39-1233「博物館実習」in APM

長岡造形大学

［博物館実習への経緯］
今年度、当館では2名の学芸員実習生が博物館実習を経験していった。これは長岡造形大学の博物館実習の授業における、実際
の施設での実習として行われたものである。長岡造形大学より実習受け入れの依頼があり、当館にて行うこととなった。実習は9日
間の日程で行った。実習生の内1名は、APMオープン当時からアルバイトとして働いていた藤田みのりさんである。その縁があり、今
回当館での実習に繋がった。もう1名は、同学年の熊倉緑さんである。どちらも長岡造形大学で視覚デザイン学科に所属している。
［実習内容］
大きく分けて3つの業務を経験してもらった。1つ目は通常業務。展覧会開催時の
受付、作品解説、併設されたショップでの販売から、ブログの更新や会員サービ
ス、案内状の送付といった裏方業務まで。2つ目は展覧会初日のイベントである。
APMでは年に4～5回の「美術館大学」と呼ばれる講演会を企画している。展覧会
の初日には、その美術館大学と懇親会が開催される。当日はスタッフとして参加し
たほか、打ち合わせと準備にも関わった。3つ目は展示替えである。前展覧会の展
示物の撤収と、次回展覧会の額入れ・展示を行った。APMは小さな美術館で展示
室も約37.8㎡と狭いが、その分高さがありポスターを3段で展示している。小さな展
示室でも、3段にすると作品は60点前後展示することができる。その作品を壁から
外し、額から出し、所定のポスター棚に戻す。空になった額に、今度は次回展覧会
の作品を入れていくのだが、効率よくやっても1点20分程度かかる大変な作業であ
る。また上記以外の作業として、所蔵作品のチェックや簡単な補修なども手伝って
もらった。
2名の実習生はこれらの作業に丁寧に取り組み、着実にその経験値を増やすこと
ができた。（森山奈帆・APM職員）APM公式ホームページより抜粋 実習風景

実 習 者 ： 熊倉緑、藤田みのり
実習期間 ： 6月30日（木）～7月10日（日）
　　　　    ※ 7月3日（日）、5日（火）休
実習時間 ： am11：00～pm5：00

藤田みのり（左）、熊倉緑（右）

長岡造形大学における学芸員資格取得のための

［学芸員実習への経緯］
　今年度、当館では2名の学芸員実習生が博物館実習を経験していった。そのうちの1名はAPMオープン当時からアルバイ
トとして働いていた藤田みのりさんである。その縁があり、今回当館での実習に繋がった。実習生はAPMでのアルバイト経験
のある藤田さんと、その友人の熊倉緑さん。どちらも長岡造形大学で視覚デザインを専攻している。
［実習内容］
　大きく分けて三つの業務を経験させた。ひとつは通常業務。展覧会開催時
の受付、作品解説、併設されたショップでの販売から、ブログの更新や会員
サービス、案内状の送付といった裏方業務まで行わせた。受付や作品解説
は、来館者に対し丁寧で落ち着いて接しており、販売では書店でアルバイト経
験のある熊倉さんがレジの扱いを熟知しており、安心して任せることができ
た。案内状の送付などといった作業は、二人で役割分担をし、手早くこなしてい
た。二つ目は展覧会初日のイベントである。APMでは年に4～5回の「美術館
大学」と呼ばれる講演会を企画している。展覧会の初日には、その美術館大学
と懇親会が開催される。当日はスタッフとして参加させたほか、打ち合わせと
準備にも関わらせた。打ち合わせでは、課題として出していた「APMショップ
改装案」「APMイベント案」の発表も行われた。突然のプレゼンにも関わら
ず、サポーターズ倶楽部会長ほか5名のスタッフの前で堂 と々自分の課題を説
明した。また美術館大学では受付を担当し、来館者を誘導・案内させた。特に
藤田さんの冷静で穏やかな対応には好感を持った。三つ目は展示替えであ
る。前展覧会の展示物の撤収と、次回展覧会の額入れ・展示を行った。APM
は小さな美術館で展示室も約37.8㎡と狭いが、その分高さがありポスターを3
段に展示している。これはポスターという程よい大きさで存在感のある媒体だ
からこそ可能な展示法であると考える。小さな展示室でも、3段にすると作品は
60点前後展示することができる。その作品を壁から外し、額から出し、所定の
ポスター棚に返す。空になった額に、今度は次回展覧会の作品を入れていくの
だが、効率よくやっても一点20分程度かかる大変な作業である。二人とも一点
一点丁寧に額入れ作業に取り組んだ。
　その他、ショップの一部の商品陳列を任せたところ、カードの選択から商品
の並べ方まで非常に真剣に取り組んでいた。その姿を見て、もう少し責任を持
たせて仕事を一任させた方がよかったと感じた。また、所蔵作品のチェックや
簡単な補修なども手伝ってもらった。

8月3日（水）pm 3：00 ‒ 4：30
受講者：65名
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実習期間：6月30日（木） ‒  7月10日（日）
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